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■大町ダム整備の背景

大町ダムがある高瀬川は、その源を槍ヶ岳に発し、

途中、篭川、鹿島川、農具川と合流した後、安曇野

市明科下押野地先で犀川に合流する河川で、流域面

積は約445㎢、流路延長56kmに及ぶ。勾配が急で、

上流に降った雨が一気に流れ込み、たびたび洪水の

被害を起こしてきた。

昭和20年代から30年代にかけて千曲川、高瀬川の

流域では度重なる水害に見舞われた。昭和44年8月

11日には、高瀬川上流で大雨が降り、その数日前か

ら降り続いた雨の影響もあって、流域に大きな被害

が発生した。高瀬川上流では8月7日～12日の6日間

で500mm以上の雨が降った記録が残っている。
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